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Ⅰ．2012年8月期
 

第2四半期業績
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Ⅰ-１
 

第2四半期連結決算概要

主力ブランドの「カラオケ本舗まねきねこ」のカラオケ事業、カーブス事業が業績を大きく牽引
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Ⅰ-２
 

連結損益計算書

前期の四半期純利益は、スポルト連結子会社化に伴う負ののれん発生益11億93百万円
が計上されております。

※

 

百万円未満切捨て、％は少数点第2位で四捨五入
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Ⅰ-３
 

主な販売管理費、特別損失の内訳

※

 

百万円未満切捨て

グループ全体管理を強化するため、人事・勤怠管理システムの

導入等、IT関連投資を行う

7

※

 

百万円未満切捨て



Ⅰ-４
 

連結貸借対照表

※

 

百万円未満切捨て、％は少数点第2位で四捨五入

自己資本比率は、40.1％（11/08期末：34.2%)と半期で6ポイント上昇
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Ⅰ-５
 

連結キャッシュフロー計算書

※

 

百万円未満切捨て

『カラオケ本舗まねきねこ』のリニューアル、カラオケ最新機器の導入を継続的に実施
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Ⅱ．セグメント別業績
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セグメント別業績
 

売上構成

※

 

百万円未満切捨て
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％は少数点第2位で四捨五入



Ⅱ．セグメント別業績
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Ⅱｰ１ セグメント別業績 カラオケ事業①

新規出店を７店舗、閉店５店舗により、前年度末比で２店舗増加し、３１７店舗となった

まねきねこ新店による増収、また既存店の売上好調により、前年同期比106.8%と堅調に推移

セグメント利益は、売上高増と適正なコスト配分を行うことで、前年同期比132.5%と大きく上回る

既存店の大規模リニューアル20店実施と新しい試みを加えた新業態の立ち上げを行った

Point

※

 

百万円未満切捨て、％は少数点第2位で四捨五入
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Ⅱｰ１ セグメント別業績 カラオケ事業②

※

 

百万円未満切捨て
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Ⅱｰ１ セグメント別業績

前年同期比・要因分析

カラオケ事業③

※

 

百万円未満切捨て
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Ⅱｰ１ セグメント別業績

既存店の推移

昨年からの「安・近・短」志向により、来客数増加

既存店は、ハードならびにソフトの基盤強化を図りサービスレベルの向上を実施

 
（大規模リニューアル20店舗実施、人材育成プロジェクトの推進）

飲食メニューフェア、キャンペーン等の営業施策を行い、来店客数拡大に努めた

カラオケボックスの新たなサービスを創出するための、トライアルの着手を行った

カラオケ事業④

[ 客数前年対比グラフ ]

要 因
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Ⅱｰ１

純粋に「歌う」ことを、とことん追求してきたモデルをリリース

既存カラオケボックスとの差別化による新たなマーケットを開拓

潜在的な需要を掘り起こし、１人で歌うことの爽快感がリピーターを増加させた

・オペレーションのブラッシュアップ

・ＰＩＴ内部の利便性の向上、設備機器の効率化

・業態販売（開業支援パッケージ）構築

・各種パテント取得に向けたハード研究

持続的成長に向けた取り組み

≪オープンまでの道のり≫

２００６年

 

９月本庄店に２室設置

２００８年

 

２月浅草まねきねこに７室

２０１１年１１月

 

ワンカラ神田駅前店オープン(月商6百万円)

セグメント別業績

新業態の開発

カラオケ事業⑤
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Ⅱ．セグメント別業績
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Ⅱｰ２

加盟店舗数は前期末から62店舗増加し、1,100店舗となる

会員数は、前期末から25千人増加し424千人

インフォマーシャルによる、広報活動を強化

通信販売商品（プロテイン）、会員向け商品のラインナップを強化

セグメント別業績 カーブス事業①

Point

※

 

百万円未満切捨て、％は少数点第2位で四捨五入
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Ⅱｰ２ セグメント別業績 カーブス事業②

20



Ⅱｰ２ セグメント別業績 カーブス事業③

店舗数/総会員数
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Ⅱｰ２ セグメント別業績 カーブス事業④

前年同期比・要因分析
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【注意】＊スポット売上⇒加盟金収入など店舗出店に関わる一時的な収入

＊ベース売上⇒ロイヤルティ収入など継続的な収入



Ⅱｰ２ セグメント別業績 カーブス事業⑤

売上構成/通信販売

施 策
国内最大1,100店舗のフィットネスチェーン

 プラスαを充実し、さらなる健康作りをサポート

多くの会員様の健康的な生活を支える商品の開発にも積極的に取り組む。

その１つであるプロテインは、トレーニング後に摂取する

 
ことで、筋肉を増強させ基礎代謝を上げる効果や、転倒

 
や骨折を防ぐのに役立つアイテムとして多くの会員様に

 
ご好評を頂く。業績拡大に大きく貢献。
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Ⅱ．セグメント別業績
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Ⅱｰ３

内部強化、基盤強化を推進し利益改善

各センターの営業力の強化と効率化（ＰＯＳレジの導入）

健康ボウリング教室（ＬＴＢ：Learn

 

To

 

Bowl）の継続開催とブラッシュアップ

セグメント別業績 ボウリング事業①

Point

※

 

百万円未満切捨て、％は少数点第2位で四捨五入
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Ⅱｰ３

来店客動向

セグメント別業績 ボウリング事業②
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Ⅱｰ３ セグメント別業績 ボウリング事業③

健康ボウリング教室

・地元の体育協会や行政とタイアップし、
スポルトが主催したボウリング教室。

・社員の半数以上がプロ及びインストラクターの
資格を持ち、アクティブシニアを中心に
応募があり、全６週のカリキュラムを実施。

・ボウリングのレベルアップというよりも
健康維持の観点から週１回身体を
動かすことが目的。

スポルト苫小牧（北海道苫小牧市）

2011年9月16日オープン

 

※居抜き出店
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Ⅱ．セグメント別業績
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Ⅱｰ４ セグメント別業績 その他事業(温浴)①

施 策
大分県に３店オープンし、本格的に多店舗展開をスタート

 カラオケ事業の運営ノウハウ、飲食サービスを水平展開し、お客様本意のサービスへ

東京健康ランドの運営引き継ぎを決定。オープンに向け、準備に入る

更なる拡大を視野に、組織・人材固めを強力に推進し、多店舗展開の体制を固める

温浴事業：

※

 

百万円未満切捨て、％は少数点第2位で四捨五入
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Ⅱｰ４ セグメント別業績 その他事業(温浴)②
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Ⅲ．今後の戦略、見通し
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Ⅲｰ１ 当社グループ事業の背景

余暇活動の多様化に伴い、各事業における市場参加人口の水準は低下傾向
節約志向の高まり等により震災後の安・近・短レジャーが見直されつつある

POINT

※出典：レジャー白書より抜粋

32

当社独自の「既存業種新業態」の開発と、サービスを創造し続けることで差別化を図る



Ⅲｰ２ 今後の戦略
 

～カラオケ事業①～

堅調に推移している状況

 
⇒重要ポイント･･･お客様本意のサービスを

 
さらに深堀する

アクティブシニア向け健康歌体操プログラムを

 
開発中

今期末までに２１店舗の大規模リニューアルを

 
計画

 
共有スペースを禁煙（喫煙ブースを

 
新設）し居心地を向上

 
ＬＥＤへの切替を行い、環境に配慮

新しいコンセプトの確立に向けた特化店舗でト

 
ライアル検証

人材育成プログラム、業務改善を継続し、基本

 
的なサービスレベルを向上

戦 略

33

カラオケ事業
店舗数展望



Ⅲｰ２ 今後の戦略
 

～カラオケ事業②～

戦 略
ワンカラ

今期中に都心・繁華街型店舗として東京都内（山手線沿線）中心に１０店舗の出店

 
業態とブランドを確立し、開業支援パッケージの販売を本格化

海外進出
韓国ソウルに２号店（鍾路店）をオープン。ファミリーで来店できる明るい店舗を実現

ひとり専用カラオケの
パイオニアならではの数々の

工夫が組み込まれたユニットです

2012年4月14日
韓国コシダカ

 
2号店

 
オープン

★
★

鍾路(チョンノ)店

 
(ｿｳﾙ市)
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インフォマーシャル（ＴＶＣＭ）の強化し、

 効率的な販促活動を行う

既存店会員増強プログラムにより、

 加盟店の収益強化と多店舗化支援

新しい販売商品の開発、販促支援

エビデンス取得へ

 ⇒カーブスプログラムがアンチエ

 イジングに効果があることの検証

 を行い会員の参加意識の向上を

 図る

今後の戦略
 

～カーブス事業～Ⅲｰ３

戦 略
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カーブス
店舗数・総会員数展望



今後の戦略
 

～ボウリング事業～Ⅲｰ４

戦 略

業務フローの見直しを行い生産性の向上、

 コスト削減により収益力を強化する

アクティブシニア層、新規客の裾野拡大に

 向け、ＬＴＢを継続

健康ボウリング教室（ＬＴＢ）の深堀り、

 スポルトならではのノウハウの蓄積を図る

ＬＴＢ教室・リーグ戦・月例会開催等により、

 来店頻度を高める施策を積極的に展開

36

スポルト

 

店舗数展望



今後の戦略
 

～その他事業(温浴)～Ⅲｰ５

戦 略

大型温浴施設の居抜出店

 1.東京健康ランドまねきの湯

 ・・・５月３０日オープン予定

 2.郡山湯処まねきの湯

 ・・・６月２６日オープン予定

多店舗展開に向けた、組織・人材固めを強化

グランドメニューをリニューアルし、食事も満喫

 できる施設へ

全国からの多数の再生案件を精査し、多店舗化

 を推進する

新しいサービスアイテムを開発

まねきの湯

37

温浴事業 店舗数展望



Ⅲｰ６ 連結業績見通し

※

 

百万円未満切捨て、％は少数点第2位で四捨五入

38



Ⅳ．株主還元
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Ⅳ-１
 

株主優待
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Ⅳ-２
 

配当政策

グラフ内の2011年8月期以前の配当金は、当

 
時の配当金総額に対し現在(株式分割後)の

 
発行済株式総数(9,600,000株)を元に算出し

 
た還元値です

2011年9月1日付けで1：400の株式分割を実

 
施しております
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本資料は、２０１２年８月期

 

第２四半期の決算数値をもとに、企業情報の提供を目的としたものであり、

当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。

 
また、本資料は２０１２年４月18日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や

 
予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、

 
また今後、予告無しに変更されることがあります。

株式会社コシダカホールディングス

０２７－２８０－３３７１

www.koshidakaholdings.co.jp
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